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○福岡市との取り組みに至った背景 

・ 九州大学大学院システム情報科学研究院ヒューマノフィリックシステム研究室（荒川豊教授）お

よび九州大学持続的共進化地域創成拠点（COI）では、新型コロナウィルス対策の一環として、

伊都キャンパスに通う学生・教職員向けにバス停や食堂の混雑度を可視化するシステム「itocon

（いとこん）」を開発し、2020 年 6 月より 1年半以上にわたり継続的な・サービス提供を行って

います。 

・ 福岡市は、市と共働で行政サービスの高質化・効率化に資するプロジェクトを実施する『実証実

験』を受け入れる体制を整えています。 

・ 今回、福岡市東区役所の窓口の混雑情報を市民に対してわかりやすく、かつ、リアルタイムに情

報提示できればと言うことから、本学で継続的に運用されている itocon に着目いただき、市役

所の窓口混雑度の測定・可視化ができないかと相談を受けました。 

・ 電波を観測して混雑を推定する itocon は、ある程度広い範囲で活用できますが、隣接した窓口

ごとの混雑度をどのように切り分けることができるのか、については研究課題となっており、区

役所でのデータ計測が、今後の研究成果につながると考え、実証実験を行うことになりました。 

 

○実証実験で使用する混雑度計測・可視化技術について 

・ 「itocon（いとこん）」（https://itocon.arakawa-lab.com/）は、

WiFi や BLE(Bluetooth Low Energy)の出す電波をもとに周辺の

スマートフォンの台数を推定し、センサ設置周辺空間の混雑度

として可視化しています。伊都キャンパスでは、周辺 11 カ所の

バス停および 9 カ所の食堂の混雑状況がリアルタイムに確認す

ることができるようになっています。この混雑情報を活用して、

キャンパスにおける行動変容を促す研究開発が進められていま

す。また、「itocon」は、コロナ禍における公共交通利用促進策

の事例として、国土交通省の Web サイトにて紹介されています。 

・ 今回、itocon と同様のサービスを、誰もが簡単に利用できるよ

うに、新たに itocon-GO を開発しました。 

・ itocon-GO の特徴 

 センサの小型化 

 USB 型の通信装置内に混雑度計測ソフトウェアを内蔵 

 センサのサイズは、約 10cm×3cm×0.5cm 

 設置の簡易化 

 混雑度を計測したい場所に USB アダプタを用意し、セ

ンサを挿すだけで混雑度計測スタート 

 既存機器（例：パソコン、テレビ、無線 LAN ルータな

ど）の空き USB ポートに差しても OK 

 混雑度表示の簡易化 

 同封されている QR コードを読み込むと直ぐに表示 

 ホームページやチラシに QR コードを掲載することで

サービス利用者へ簡単に周知可能 

 設定の柔軟性 

 設置者が、設置環境に合わせたパラメータの調整可能 

 フィードバック機能あり 

 

 

福岡市東区役所で『センサーを活用した混雑度状況の可視化』の実証実験を開始 



○福岡市との実証実験の内容 

・ 東区役所・待合室ロビーに itocon-GO センサ、6台を設置し、データ収集を開始します。 

 
・ 混雑情報は、Web サイトでリアルタイム提供します。 

 
パソコンからはこちら：https://link.arakawa-lab.com/fukucon 

 

・ 実際の混雑度状況と、itocon-GO センサで観測した電波から算出された混雑度を比較し、 

計測精度やカバー範囲などを検証していきます。 

・ 計測する電波から個人を特定する情報は含まれておりません。 

 

○今後の展開について 

・ 複数台センサによる細やかな混雑度推定アルゴリズムの提案、検証を重ねていきます。 

・ 他の区役所や、混雑ポイントへの設置を検討していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
【お問い合わせ】   九州大学持続的共進化地域創成拠点 客員准教授 高野茂 

Email : takano.shigeru.019@m.kyushu-u.ac.jp 

研究者からひとこと：九州大学・大学院システム情報科学研究院・ヒューマノフィリックシステム研

究室 荒川 豊 教授  

ヒューマノフィリックシステム研究室では、実世界からのセンシング技術とクラウドでのデータ処

理技術、その間を結ぶネットワーク技術という情報領域の多様な技術を組み合わせ、人に寄り添うサ

イバーフィジカルシステム(CPS: Cyber-Physical Systems)に関する研究を行っています。その一つ

として、コロナ禍において、九大生や職員が混雑を回避して通学・通勤・食事を行うことを支援する

ため、キャンパス混雑度可視化システム itocon というサービスを展開しています。 

混雑の計測と可視化をより簡単に実現するために、昨夏から開発を進めてきたものが、itocon-Go

となります。itocon-GO は、11 月に開催された飯塚市主催のアプリコンテスト「e-ZUKA スマートフ

ォンアプリコンテスト 2021」で複数の賞を受賞するなど、外部からも高い評価を受けているところ

ですが、実際のサービス提供は今回が初めてとなります。福岡市の協力により、東区役所に設置させ

ていただき、今後の研究に役立てていきたいと考えています。また、区役所にとっても区役所を利用

される市民の方にとっても、itocon-GO により提供される混雑情報が役に立つことを願います。 


